
Ｇ
Ｉ
登
録
産
品（　
　

）

地
理
的
表
示（
Ｇ
Ｉ
）

保
護
制
度

地理的表示（GI）保護制度
　

地
理
的
表
示（
Ｇ
Ｉ
）保
護
制
度

と
は
、２
０
１
５
年
６
月
施
行
、「
特

定
農
林
水
産
物
等
の
名
称
の
保
護
に

関
す
る
法
律（
Ｇ
Ｉ
法
）」に
基
づ
き
、

全
国
各
地
の
風
土
や
伝
統
が
育
ん
だ

特
色
あ
る
食
品
・
農
林
水
産
物
の
名

称
を
、国
が
登
録
す
る
も
の
で
す
。

　

登
録
が
な
さ
れ
る
と
、生
産
者
団

体
が
定
め
た
生
産
地
や
生
産
方
法
な

ど
の
基
準
を
満
た
す
産
品
に
の
み
当

該
産
品
の
名
称
の
表
示（
＝
地
理
的

表
示（
Ｇ
Ｉ
））を
使
用
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。不
正
な
地
理
的
表
示

（
類
似
等
表
示
を
含
む
）の
使
用
は
行

政
が
取
締
り
ま
す
。

　

Ｇ
Ｉ
登
録
産
品
は
国
際
的
に
認
知

さ
れ
て
お
り
、世
界
の
１
０
０
カ
国

を
超
え
る
国
で
保
護
さ
れ
て
い
ま
す
。

わ
が
国
と
同
等
水
準
の
Ｇ
Ｉ
制
度
を

有
す
る
外
国
と
の
間
で
Ｇ
Ｉ
を
相
互

に
保
護
す
る
制
度
を
整
備
し
て
い
ま

す
。

　

G
I
登
録
は
、さ
ま
ざ
ま
な
効
果

が
あ
り
ま
す
。品
質
を
守
る
も
の
の

み
が
市
場
に
流
通
す
る
こ
と
に
な
る

た
め
、他
産
品
と
の
差
別
化
や
ブ
ラ

ン
ド
価
値
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。

　

ま
た
、地
域
の
生
産
者
は
、既
登

録
団
体
へ
の
加
入
や
、新
た
に
登
録

を
受
け
た
生
産
者
団
体
の
構
成
員
と

な
る
こ
と
で
、地
理
的
表
示
を
使
用

可
能
に
な
り
ま
す
の
で
、地
域
共
有

の
財
産
と
し
て
、産
品
の
名
称
が
保

護
さ
れ
ま
す
。

　

22
年
３
月
２
日
現
在
で
は
、１
１
５

の
産
品
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

登
録
申
請
は
無
料
で
す
。審
査
の

結
果
、農
林
水
産
大
臣
に
よ
る
登
録

が
お
こ
な
わ
れ
る
場
合
に
は
登
録
免

許
税（
９
万
円
）の
納
付
が
必
要
で
す
。

更
新
料
な
ど
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

登
録
申
請
に
係
る
相
談
は
、「
Ｇ
Ｉ

サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク（
地
理
的
表
示
保

護
制
度
活
用
支
援 

中
央
窓
口
）」へ
。

【
Ｇ
Ｉ
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
】

電
話
：
０
１
２
０
‒
９
５
４
‒
２
０
６

Ｕ
Ｒ
Ｌ
：�https://fm

ric.or.jp/
gidesk/

■
北
海
道
―
―
―
―
―

４
夕
張
メ
ロ
ン

21
十
勝
川
西
長
い
も

86
今
金
男
し
ゃ
く

92
檜
山
海
参

101
網
走
湖
産
し
じ
み
貝

■
東
北
―
―
―
―
―
―

【
青
森
】

１
あ
お
も
り
カ
シ
ス

23
十
三
湖
産
大
和
し
じ
み

52
小
川
原
湖
産
大
和
し
じ
み

75
つ
る
た
ス
チ
ュ
ー
ベ
ン

90
大
鰐
温
泉
も
や
し

105
清
水
森
ナ
ン
バ

【
岩
手
】

28
前
沢
牛

47
岩
手
野
田
村
荒
海
ホ
タ
テ

66
岩
手
木
炭

68
二
子
さ
と
い
も

73
浄
法
寺
漆

106
甲
子
柿

114
広
田
湾
産
イ
シ
カ
ゲ
貝

【
宮
城
】

31
み
や
ぎ
サ
ー
モ
ン

65
岩
出
山
凍
り
豆
腐

104
河
北
せ
り

【
秋
田
】

32
大
館
と
ん
ぶ
り

51
ひ
ば
り
野
オ
ク
ラ

60
松
館
し
ぼ
り
大
根

79
い
ぶ
り
が
っ
こ

93
大
竹
い
ち
じ
く

【
山
形
】

26
米
沢
牛

30
東
根
さ
く
ら
ん
ぼ

62
山
形
セ
ル
リ
ー

76
小
笹
う
る
い

99
山
形
ラ
・
フ
ラ
ン
ス

【
福
島
】

63
南
郷
ト
マ
ト

113
阿
久
津
曲
が
り
ね
ぎ

■
北
陸
―
―
―
―
―
―

【
新
潟
】

29
く
ろ
さ
き
茶
豆

81
津
南
の
雪
下
に
ん
じ
ん

109
大
口
れ
ん
こ
ん

【
富
山
】

53
入
善
ジ
ャ
ン
ボ
西
瓜

98
富
山
干
柿

112
氷
見
稲
積
梅

【
石
川
】

17
加
賀
丸
い
も

20
能
登
志
賀
こ
ろ
柿

【
福
井
】

14
吉
川
ナ
ス

15
谷
田
部
ね
ぎ

16
山
内
か
ぶ
ら

43
上
庄
さ
と
い
も

45
若
狭
小
浜
小
鯛
さ
さ
漬

69
越
前
が
に

■
関
東
―
―
―
―
―
―

【
茨
城
】

６
江
戸
崎
か
ぼ
ち
ゃ

38
飯
沼
栗

59
水
戸
の
柔
甘
ね
ぎ

71
奥
久
慈
し
ゃ
も

【
栃
木
】

35
新
里
ね
ぎ

【
東
京
】

77
東
京
し
ゃ
も

【
長
野
】

13
市
田
柿

34
す
ん
き

【
静
岡
】

18
三
島
馬
鈴
薯

36
田
子
の
浦
し
ら
す

103
西
浦
み
か
ん
寿
太
郎

■
東
海
―
―
―
―
―
―

【
岐
阜
】

48�

奥
飛
騨
山
之
村
寒
干
し

大
根

50
堂
上
蜂
屋
柿

【
愛
知
】

49
八
丁
味
噌

116
豊
橋
な
ん
ぶ
と
う
が
ん

【
三
重
】

25
特
産
松
阪
牛

■
近
畿
―
―
―
―
―
―

【
滋
賀
】

56
近
江
牛

85
伊
吹
そ
ば

【
京
都
】

37
万
願
寺
甘
と
う

【
兵
庫
】

２
但
馬
牛

３
神
戸
ビ
ー
フ

78
佐
用
も
ち
大
豆

【
奈
良
】

12
三
輪
素
麺

【
和
歌
山
】

39
紀
州
金
山
寺
味
噌

108�

わ
か
や
ま
布
引
だ
い
こ
ん

■
中
国
・
四
国
―
―
―
―

【
鳥
取
】

11
鳥
取
砂
丘
ら
っ
き
ょ
う

70
大
山
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

72
こ
お
げ
花
御
所
柿

80
大
栄
西
瓜

【
島
根
】

87
東
出
雲
の
ま
る
畑
ほ
し
柿

91
三
瓶
そ
ば

【
岡
山
】

24
連
島
ご
ぼ
う

【
広
島
】

83
比
婆
牛

84
豊
島
タ
チ
ウ
オ

89
大
野
あ
さ
り

97
福
山
の
く
わ
い

【
山
口
】

19
下
関
ふ
く

40
美
東
ご
ぼ
う

100
徳
地
や
ま
の
い
も

【
徳
島
】

42
木
頭
ゆ
ず

【
香
川
】

54
香
川
小
原
紅
早
生
み
か
ん

82
善
通
寺
産
四
角
ス
イ
カ

【
愛
媛
】

10
伊
予
生
糸

【
高
知
】

96
物
部
ゆ
ず

■
九
州
―
―
―
―
―
―

【
福
岡
】

５
八
女
伝
統
本
玉
露

【
長
崎
】

61
対
州
そ
ば

【
熊
本
】

８
く
ま
も
と
県
産
い
草

９�

く
ま
も
と
県
産
い
草
畳
表

67
く
ま
も
と
あ
か
牛

74
菊
池
水
田
ご
ぼ
う

88
田
浦
銀
太
刀

94
八
代
特
産
晩
白
柚

95
八
代
生
姜

111
く
ま
も
と
塩
ト
マ
ト

【
大
分
】

22
く
に
さ
き
七
島
藺
表

33
大
分
か
ぼ
す

【
宮
崎
】

55
宮
崎
牛

64
ヤ
マ
ダ
イ
か
ん
し
ょ

【
鹿
児
島
】

７
鹿
児
島
の
壺
造
り
黒
酢

46
桜
島
小
み
か
ん

57
辺
塚
だ
い
だ
い

58
鹿
児
島
黒
牛

102
え
ら
ぶ
ゆ
り

115
種
子
島
安
納
い
も

■
沖
縄
―
―
―
―
―
―

44
琉
球
も
ろ
み
酢

■
外
国
―
―
―
―
―
―

【
イ
タ
リ
ア
】

41�

プ
ロ
シ
ュ
ッ
ト 

デ
ィ 

パ
ル
マ

【
ベ
ト
ナ
ム
】

107
ル
ッ
ク
ガ
ン 

ラ
イ
チ

110�

ビ
ン
ト
ゥ
ア
ン 

ド
ラ
ゴ

ン
フ
ル
ー
ツ

２
０
２
２
年
３
月
２
日
現
在

上 

登
録
番
号

下 

登
録
名
称
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書評

書
評

読まれてます

　

バ
ブ
ル
崩
壊
か
ら
30
年
、日
本
経
済
は
衰
退
を
続
け

て
い
る
。世
界
の
ト
ッ
プ
を
極
め
て
い
た
電
器
産
業
も

い
ま
や
見
る
影
も
な
い
。凋ち

ょ
う

落ら
く

原
因
を
知
り
解
決
策
を

探
り
た
い
。本
書
が
そ
の
解
を
示
す
。

　

ま
ず
、資
本
主
義
の
本
質
が
変
わ
っ
た
。工
場
や
土

地
と
い
っ
た
物
質
的
価
値
か
ら
知
識
や
情
報
な
ど
非

物
質
的
価
値
の
重
視
へ
と
。典
型
は
も
の
づ
く
り
の
サ

ー
ビ
ス
産
業
化
だ
。も
の
づ
く
り
で
敗
れ
た
米
国
は

１
９
９
０
年
代
に
よ
み
が
え
る
。重
要
な
の
は
、知
識

で
あ
り
無
形
資
産
で
あ
る
。中
核
に
位
置
す
る
の
は
人

＝
人
的
資
本
で
あ
る
。し
か
し
、日
本
は「
よ
い
も
の
を

造
り
さ
え
す
れ
ば
、必
ず
売
れ
る
」と
い
う
供
給
側
の

論
理
に
基
づ
い
て
、巨
大
投
資
で
大
失
敗
を
繰
り
返
し

没
落
し
た
。

　

で
は
、サ
ー
ビ
ス
で
稼
ぐ
も
の
づ
く
り
と
は
ど
う
い

う
も
の
か
。農
業
分
野
で
は
ド
イ
ツ
の
化
学
・
製
薬
企

業
の
バ
イ
エ
ル
を
取
り
上
げ
て
い
る
。過
去
の
農
薬
散

布
や
肥
料
の
投
入
状
況
に
加
え
て
、地
中
の
セ
ン
サ
ー

が
測
っ
た
温
度
な
ど
土
壌
の
状
況
に
関
す
る
デ
ー
タ
を

収
集
。そ
れ
を
衛
星
画
像
解
析
と
農
作
物
の
生
育
診
断

に
関
す
る
技
術
を
用
い
て
分
析
し
、区
画
ご
と
に
最
適

な
農
薬
の
投
入
量
や
投
入
時
期
に
関
す
る
情
報
を
農
家

に
提
供
し
た
。農
家
に
と
っ
て
は
単
な
る
肥
料
・
農
薬

メ
ー
カ
ー
で
は
な
く
、コ
ス
ト
削
減
と
作
業
の
効
率
化

に
よ
る
人
手
不
足
解
消
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
だ
。バ
イ

エ
ル
か
ら
み
れ
ば
、も
の
を
売
る
と
い
う
関
係
だ
け
で

な
く
、肥
培
管
理
の
面
で
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
継
続
的
に

お
こ
な
い
、顧
客
の
取
り
込
み
に
成
功
し
て
い
る
。

　

日
本
は
、こ
の
よ
う
な
も
の
づ
く
り
の
サ
ー
ビ
ス
産

業
化
を
含
め
て
、現
代
資
本
主
義
の
非
物
質
主
義
的
転

回
に
対
応
で
き
な
か
っ
た
。と
り
わ
け
、従
来
の
も
の
づ

く
り
の
延
長
線
上
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
固
執
し
て
失

敗
し
た
あ
げ
く
、賃
金
引
き
下
げ
と
い
う
コ
ス
ト
削
減

に
走
り
、教
育
訓
練
の
軽
視
な
ど
人
的
資
本
を
毀き

損そ
ん

す

る
悪
循
環
を
繰
り
返
し
た
。必
要
な
こ
と
は
、コ
ス
ト
削

減
で
は
な
く
、付
加
価
値
を
ど
う
伸
ば
し
、労
働
生
産
性

と
炭
素
生
産
性
を
引
き
上
げ
て
い
く
か
だ
。そ
の
場
合
、

現
代
資
本
主
義
は
放
っ
て
お
け
ば
不
平
等
と
格
差
拡
大

を
招
く
こ
と
に
な
る
か
ら
、人
的
資
本
投
資
の
拡
充
を

通
じ
て
、格
差
の
是
正
と
経
済
成
長
を
促
す
成
長
戦
略

を
一
体
的
に
実
行
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
。つ
ま
り

同
一
労
働
・
同
一
賃
金
を
基
軸
に
、雇
用
機
会
確
保
の
た

め
の
積
極
的
労
働
市
場
政
策
と
、脱
炭
素
化
の
た
め
の

カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
に
よ
っ
て
、産
業
構
造
の
転

換
を
図
る
こ
と
が
重
要
と
結
論
づ
け
て
い
る
。�

�

武
本 

俊
彦
（
新
潟
食
料
農
業
大
学
教
授
）

人
的
資
本
投
資
で
日
本
経
済
の
転
換
を

三省堂書店農林水産省売店における農林水産関連書籍　売り上げ上位10冊（2022年2月1日～2月28日）

『
資
本
主
義
の
新
し
い
形
』

諸
富 

徹 

著
　
岩
波
書
店

タイトル 著者 出版社 税込価格
1 政官要覧 令和４年春号 政官要覧社／著 政官要覧社 4,400円
2 国会便覧 152版 令和３年12月臨時版 シュハリ・イニシアティブ／編 シュハリ・イニシアティブ 2,985円
3 農林水産省名鑑 2022年版 米盛 康正／著 時評社 4,730円
4 農林水産六法 令和４年版 農林水産法令研究会／編 学陽書房 17,600円
5 逐条解説 漁業法 漁業法研究会／著 大成出版社 6,160円
6 どう考える？「みどりの食料システム戦略」（農文協ブックレット23） 農山漁村文化協会／編 農山漁村文化協会 1,100円
7 虚構の森 田中 淳夫／著 新泉社 2,200円
8 「やりがい搾取」の農業論 野口 憲一／著 新潮社 836円
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インフォメーション

　

東
京
農
業
大
学
北
海
道
オ
ホ
ー
ツ
ク

キ
ャ
ン
パ
ス（
網
走
市
）の
学
生
に
オ
ホ

ー
ツ
ク
の
農
業
の
魅
力
を
理
解
し
て
も

ら
う
べ
く
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

約
４
７
３
㌶
の
農
地
を
集
積
し
た
農

事
組
合
法
人
勝
山
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム
代

表
の
堺
信
幸
氏
、畜
産
を
大
規
模
に
手

掛
け
る
ト
ッ
プ
フ
ァ
ー
ム
グ
ル
ー
プ
副

社
長
の
井
上
和
明
氏
が
自
社
福
利
厚
生

制
度
や
求
め
る
人
物
像
な
ど
を
、ま
た

美
幌
町
役
場
が
新
規
就
農
支
援
策
を
説

明
。さ
ら
に
、美
幌
町
で
農
業
と
文
筆
業

の
両
立
を
め
ざ
す
吉
田
幸
枝
氏
が
、実
体

験
か
ら「
型
に
は
ま
ら
な
い
農
の
楽
し

み
が
あ
る
」と
語
り
ま
し
た
。１
月
18
日
、

於
：
網
走
市
、参
加
者
：
学
生
な
ど
36
人

　

岐
阜
県
、飛
騨
地
方
３
市
１
村
、飛
騨

農
協
が
共
催
す
る
、飛
騨
地
方
で
の
若

者
新
規
就
農
者
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム「
飛

騨
就
農
支
援
塾
」に
、農
業
経
営
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
の
資
格
を
持
つ
支
店
職
員
が
出

張
講
義
。「
損
益
計
算
書
と
資
金
繰
り
」

を
テ
ー
マ
に
、農
業
経
営
で
必
要
な「
キ

ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
の
考
え
方
」に
つ
い

て
説
明
、併
せ
て
日
本
公
庫
が
取
り
扱

う「
青
年
等
就
農
資
金
」を
紹
介
し
ま
し

た
。

　

参
加
者
か
ら
は「
経
営
を
発
展
さ
せ

て
い
く
う
え
で
の
ヒ
ン
ト
が
得
ら
れ

た
」な
ど
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

１
月
12
日
、於
：
高
山
市
、参
加
者
：
塾

生
で
あ
る
新
規
就
農
希
望
者
11
人

　

近
畿
の
林
業
経
営
者
有
志
で
構
成
す

る「
日
本
公
庫
近
畿
地
区
林
業
友
の
会
」

が「
林
業
施
策
の
動
向
」を
テ
ー
マ
に
講

演
会
を
開
催
。林
野
庁
林
政
課
長
の
清

水
浩
太
郎
氏
が
森
林
・
林
業
・
木
材
産

業
の
現
状
と
課
題
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
会
で
は
、参
加
者
よ
り
、吉

野
林
業
の
山
守
制
度
に
代
わ
る
森
林
管

理
や
ス
マ
ー
ト
林
業
な
ど
持
続
可
能
な

林
業
へ
の
取
り
組
み
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。ま
た
、カ
ー
ボ
ン
ゼ
ロ
へ
向
け
て

「
Ｃ
Ｏ
２
削
減
に
は
資
源
会
社
と
の
連
携

が
必
要
」「
Ｊ
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
ル
ー
ル
づ

く
り
を
」な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。２
月
３
日
、於
：
大
阪
市
、参
加
者
：

９
人（
オ
ン
ラ
イ
ン
含
む
）

　

茨
城
県
農
業
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
連

絡
協
議
会（
事
務
局
：
水
戸
支
店
）は
、一

般
社
団
法
人
全
国
農
業
経
営
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
協
会
会
長
の
森
剛
一
氏
を
は
じ

め
、地
域
の
若
手
担
い
手
農
業
者
や
茨

城
県
農
業
共
済
組
合
連
合
会
を
講
師
に

招
き
勉
強
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

森
氏
は
、事
業
承
継
時
の
相
続
税
負

担
が
重
く
な
り
が
ち
な
肉
用
牛
経
営
を

中
心
に
、有
効
な
事
業
承
継
方
法
に
つ

い
て
事
例
を
交
え
て
説
明
。出
席
者
か

ら
は
、「
農
業
界
の
事
業
承
継
に
つ
い
て
、

全
国
の
事
例
や
今
後
の
動
向
を
も
っ
と

知
り
た
い
」な
ど
の
声
が
多
数
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。12
月
８
日
、於
：
水
戸
市
、参
加

者
：
農
業
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
他
42
人

学生からは「ライフプランを考えるうえでとても参
考になった」などの感想が

参加者は就農に向け熱い想いがみなぎっています

講師の説明を熱心に聴く出席者

林業振興へ議論が交わされました

北見支店

岐阜支店

近畿地区
総括課

水戸支店

農
業
を
大
学
生
の

職
業
選
択
肢
の
一
つ
に

「
飛
騨
就
農
支
援
塾
」に

出
張
講
義

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に

寄
与
す
る
施
策
に
強
い
関
心

肉
用
牛
経
営
の
事
業
承
継

事
例
な
ど
を
学
ぶ
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ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
は「
食
料
安
全
保

障
」を
論
じ
る
に
あ
た
っ
て
世
界
各
地
の

地
政
学
的
リ
ス
ク
も
欠
か
せ
な
い
重
要
な

視
点
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
さ
せ
た
。世

界
的
な
人
口
増
に
伴
う
食
料
需
要
増
や

気
候
変
動
に
伴
う
収
量
減
少
な
ど
に
対

処
す
る
に
あ
た
っ
て
も
、前
提
は「
平
和
」

が
あ
っ
て
の
こ
と
。危
機
の
早
期
終
結
を

願
い
、「
想
定
外
の
事
象
」と
投
げ
出
さ
ず

正
面
に
捉
え
た
い
。�

（
今
村
）

コ
ロ
ナ
禍
に
大
き
く
影
響
を
受
け
た
食

料
安
全
保
障
。今
般
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢

に
よ
り
、新
た
な
局
面
を
迎
え
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。早
く
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
物
流

面
を
発
端
に
食
品
供
給
・
価
格
へ
の
影
響

が
出
て
お
り
、早
急
な
対
応
が
必
要
な
場

合
も
。政
治
・
経
済
の
変
化
が
激
し
い
グ
ロ

ー
バ
ル
環
境
を
見
通
す
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
経
営
者
の
皆
さ
ま
の
か
じ
取
り
の
ご
苦

労
が
改
め
て
身
に
し
み
ま
し
た
。�

（
高
雄
）

食
料
安
全
保
障
は
壮
大
な
世
界
観
で

語
ら
れ
る
難
し
い
話
と
い
う
印
象
で
し
た
。

三
井
物
産
株
式
会
社
の
佐
野
さ
ん
の
寄

稿
を
読
み
、身
近
に
感
じ
る
食
品
の
値
上

げ
と
コ
ロ
ナ
禍
の
世
界
的
な
食
料
需
給
が

直
結
し
、大
き
な
う
ね
り
が
生
ま
れ
て
い

る
こ
と
を
改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。食
料

安
全
保
障
の
課
題
に
自
分
が
ど
う
関
わ

れ
る
か
、４
月
か
ら
融
資
の
現
場
で
大
き

な
宿
題
の
答
え
を
考
え
ま
す
。�

（
山
本
）

編
集
担
当
を
卒
業
し
ま
す
。「
地
域
再
生

へ
の
助
走
」は
思
い
入
れ
の
あ
る
コ
ー
ナ
ー

の
一
つ
で
す
。地
域
を
想
う
熱
い
気
持
ち

と
情
熱
が
生
む
創
意
工
夫
の
取
り
組
み
を

筆
者
か
ら
直
接
伺
え
る
こ
と
も
多
く
あ
り

ま
し
た
。ワ
ク
ワ
ク
し
た
り
感
動
し
た
り
。

そ
れ
を
誌
面
で
伝
え
ら
れ
る
こ
と
は
編
集

者
冥
利
に
つ
き
ま
し
た
。今
後
と
も
、読

者
の
皆
さ
ま
に
幸
多
い
こ
と
を
願
い
ま
す
。

感
謝
し
て
い
ま
す
。�

（
城
間
）

♠
２
０
２
１
年
４
月
か
ら
、業
務
で
林
業

に
か
か
わ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。主
に

書
類
の
や
り
と
り
で
は
あ
り
ま
す
が
、現

場
に
赴
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。こ
れ
ま
で

林
業
に
携
わ
っ
た
こ
と
は
な
く
、ス
ギ
と

ヒ
ノ
キ
の
区
別
も
つ
か
な
い
初
心
者
で

し
た
が
、次
第
に
林
業
用
語
に
慣
れ
て

き
た
と
こ
ろ
で
す
。２
月
号
の「
持
続
可

能
な
国
産
材
時
代
へ
」の
特
集
は
、一
端

で
は
あ
り
ま
す
が
、林
業
に
か
か
わ
る
身

と
し
て
興
味
深
く
拝
読
し
ま
し
た
。

　

林
業
は
長
期
戦
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は

あ
っ
た
も
の
の
、業
務
で
携
わ
る
林
業
経

営
を
見
る
に
、想
像
を
は
る
か
に
超
え
る

長
期
的
な
視
点
が
必
要
と
感
じ
て
い
ま

す
。今
の
時
勢
に
合
わ
せ
て
材
の
搬
出

ば
か
り
に
気
を
取
ら
れ
て
い
て
は
、数
十

年
後
の
未
来
で
国
産
材
の
供
給
不
足
が

生
じ
ま
す
。加
え
て
特
集
に
も
あ
り
ま

し
た
が
、立
木
販
売
収
入
か
ら
次
世
代

の
森
林
を
育
て
る
た
め
の
再
造
林
費
用

を
賄
え
る
状
況
に
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。事

実
、主
伐
後
の
再
造
林
に
つ
い
て
費
用
の

面
か
ら
な
か
な
か
う
ま
く
い
か
な
い
事

例
は
多
く
あ
り
ま
す
。

　

私
自
身
、木
や
木
製
の
家
具
な
ど
に

対
し
て
温
も
り
や
癒
や
し
を
強
く
実
感

し
て
お
り
、『
檜
原
森
の
お
も
ち
ゃ
美
術

館
』の
よ
う
な
木
に
触
れ
て
遊
べ
る
体

験
型
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
ぜ
ひ
訪
れ
た
い

と
思
い
ま
し
た
。ま
た
、身
近
で
使
う
木

製
品
も
、せ
っ
か
く
な
ら
国
産
材
を
使
用

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。「
伐
っ
て
、使

っ
て
、植
え
る
」と
い
う
サ
イ
ク
ル
の
確

立
に
は
、ま
だ
ま
だ
課
題
が
あ
る
か
と
思

い
ま
す
が
、国
産
材
に
は
外
国
材
に
は
な

い
良
さ
が
あ
る
と
思
う
の
で
、取
り
組
み

が
広
ま
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

�

（
静
岡
県
浜
松
市　

山
下 
千
晶
）
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